
シンボル展示―生業の歴史  

狩 しょく

食
りょう

料の
かく

獲
とく

得 

 

－
せき

石
ぞく

鏃（
ふた

二
また

股
かい

貝
づか

塚）－ 

 
ち

知
た

多
し

市の
れき

歴
し

史は、
いま

今から
やく

約８，０００
ねん

年
まえ

前に
はじ

始まる。
し

市
ない

内からは
じょう

縄
もん

文
じ

時
だい

代
そう

早
き

期の
ふた

二
また

股
かい

貝
づか

塚を
はじ

始めとして、
ばん

晩
き

期に
いた

至るまでの
かい

貝
づか

塚が
み

見つかっている。この
じ

時
だい

代の
ひと

人
びと

々

にとって、
しゅ

狩
りょう

猟や
ぎょ

漁
ろう

撈、
かい

貝や
しょく

植
ぶつ

物の
さい

採
しゅう

集は、
しょく

食
りょう

料を
かく

獲
とく

得する
たい

大
せつ

切な
しゅ

手
だん

段であり、
せい

生
かつ

活の
き

基
ばん

盤であった。 

 
せき

石
ぞく

鏃は、
ゆみ

弓の
や

矢じりとして
もち

用いられた
せっ

石
き

器であり、
や

矢の
せん

先
たん

端に
と

取り
つ

付けて
し

使
よう

用し

た。
ゆみ

弓
や

矢は、シカやイノシシなどの
え

獲
もの

物を
と

獲るうえで、
かっ

画
き

期
てき

的な
かり

狩の
どう

道
ぐ

具であった。 

 

 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

                         

                           

                            

                             石鏃  
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シンボル展示―生業の歴史  

米 いな

稲
さく

作の
でん

伝
ぱ

播 

 

－
おん

遠
が

賀
がわ

川
しき

式
ど

土
き

器（
ほそ

細
み

見
い

遺
せき

跡）－ 

 
いな

稲
さく

作
のう

農
こう

耕や
きん

金
ぞく

属
き

器を
もち

用いる
ぎ

技
じゅつ

術が
つた

伝わると、
じゅう

従
らい

来の
じょう

縄
もん

文
ぶん

文
か

化とは
こと

異なる
あたら

新しい
ぶん

文
か

化が
う

生み
だ

出された。
きた

北
きゅう

九
しゅう

州で
しゅつ

出
げん

現したこの
ぶん

文
か

化は、
や

弥
よい

生
ぶん

文
か

化と
よ

呼ばれ、またたくま

に
にし

西
に

日
ほん

本に
つた

伝わり、やがて
ひがし

東
に

日
ほん

本にも
ひろ

広まっていった。  

 
きた

北
きゅう

九
しゅう

州の
おん

遠
が

賀
がわ

川
りゅう

流
いき

域に
せい

成
りつ

立した
や

弥
よい

生
ど

土
き

器は、
おん

遠
が

賀
がわ

川
しき

式
ど

土
き

器と
そう

総
しょう

称される。
しゅつ

出
ど

土し

た
おん

遠
が

賀
がわ

川
しき

式
ど

土
き

器は、
いな

稲
さく

作
のう

農
こう

耕による
あたら

新しい
ぶん

文
か

化が、この
ち

地にまで
は

波
きゅう

及したことを
もの

物
がた

語っている。 

 

 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

      遠賀川式土器 

  

 

 

１ 荒古遺跡  知多市 

２ 細見遺跡  知多市 

３ 岩滑遺跡  半田市 

４ 下高田遺跡 美浜町 

５ 山田遺跡  南知多町 

６ 神明社遺跡 南知多町 

 

              知多半島の遠賀川式土器出土遺跡  

                    『図説  知多半島の歴史  上 郷土出版社 1995』より 

 



シンボル展示―生業の歴史  

海 しお

塩の
せい

生
さん

産 

 

－
せい

製
えん

塩
ど

土
き

器－ 

 
ち

知
た

多
はん

半
とう

島の
かい

海
がん

岸
いっ

一
たい

帯では、
ふる

古くから
せい

製
えん

塩が
おこな

行われていた。また、
へい

平
じょう

城
きゅう

宮
あと

跡から
み

見

つかった
もっ

木
かん

簡には、この
ち

地
いき

域から
な

奈
ら

良の
みやこ

都へ
とく

特
さん

産
ぶつ

物の
しお

塩を
おく

送ったことが
しる

記されてい

る。 

 
せい

製
えん

塩
ど

土
き

器は、
うす

薄
で

手に
つく

作られた
わん

碗の
した

下に
つつ

筒
がた

形や
つの

角
がた

形の
あし

脚を
つ

付けたもので、
のう

濃
しゅく

縮した
しお

塩
みず

水をそそぎ、
に

煮つめるのに
し

使
よう

用した。こうした
ど

土
き

器による
せい

製
えん

塩は、
こ

古
ふん

墳
じ

時
だい

代の
こう

後
き

期から
へい

平
あん

安
じ

時
だい

代
まつ

末の
やく

約５００
ねん

年にわたっていたと
かんが

考えられる。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                        製塩土器 

 

 

 

 

 

 

 

                      製塩土器脚部の変化  
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シンボル展示―生業の歴史  

窯 きゅう

丘
りょう

陵の
よう

窯
ぎょう

業 

 

－
かた

片
くち

口
ばち

鉢（
なな

七
まがり

曲
こ

古
よう

窯）－ 

 
きゅう

丘
りょう

陵
ち

地
たい

帯では、
へい

平
あん

安
じ

時
だい

代
まつ

末から
かま

鎌
くら

倉・
むろ

室
まち

町
じ

時
だい

代にかけて、
おお

多くの
かま

窯が
きず

築かれてお

り、
し

市
ない

内には、
すう

数
ひゃく

百
き

基の
こ

古
よう

窯が
ぶん

分
ぷ

布している。
やま

山の
しゃ

斜
めん

面をくり
ぬ

抜いて
つく

作った
かま

窯では、
にち

日
じょう

常
せい

生
かつ

活で
つか

使われる
やま

山
ぢゃ

茶
わん

碗や
やま

山
ざら

皿、
つぼ

壷、
かめ

甕などが
や

焼かれ、
かく

各
ち

地で
しょう

消
ひ

費された。
ち

知
た

多

は、
ちゅう

中
せい

世
とう

陶
き

器の
せい

生
さん

産
ち

地でもあった。  

 
なな

七
まがり

曲
こ

古
よう

窯は、
なな

七
まがり

曲
こう

公
えん

園
ぞう

造
せい

成にあたって
ちょう

調
さ

査され、１４
き

基もの
こ

古
よう

窯が
ぱっ

発
けん

見された。

このうちの２
き

基は、
ち

知
た

多
し

市の
し

史
せき

跡として
ほ

保
ぞん

存されている。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

          窯の構造  

 

 

 

 

 

 

 

 

     山茶碗   山皿    壷 

                             甕 

 

 



シンボル展示―生業の歴史  

水 のう

農
こう

耕と
ため

溜
いけ

池 

 

－
たち

立
いり

杁－ 

 
ち

知
た

多
はん

半
とう

島では、
ため

溜
いけ

池を
おお

多く
つく

作り、
みず

水
ぶ

不
そく

足に
そな

備えた。
いけ

池の
そこ

底
ちか

近くから、
つつみ

堤の
した

下を
よこ

横

に
とお

通す
ひ

樋を
うち

打
いり

杁などといい、その
うち

打
いり

杁の
うえ

上に
たて

縦に
ひ

樋を
もう

設けたものを
たち

立
いり

杁といった。
た

田
う

植えの
じ

時
き

期になると、
せん

栓を
ぬ

抜いて、
でん

田
ち

地へ
みず

水を
ひ

引いた。
ぬ

抜く
せん

栓の
たか

高さは、その
とき

時の
すい

水
い

位に
おう

応じて
き

決め、
さい

最
か

下
ぶ

部の
せ ん

栓は、
よ

余
ほど

程の
みず

水
ぶ

不
そく

足の
とき

時
い

以
がい

外は
つか

使わなかった。  

 
せん

栓が
すい

水
めん

面
か

下にあり、しかも
せん

栓を
ぬ

抜いた
とき

時に
あな

穴へ
からだ

身体が
す

吸い
こ

込まれる
おそ

恐れがあるた

め、
せん

専
もん

門の「いり
ばん

番」がこれにあたった。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

         立杁の断面図 

 

 

 

 

 

 

       展示資料は、新知の
い

井
る

龍
だ

田池か 

       ら昭和４５年頃掘り出された。 

       立杁は木製であったため、20～ 

       30 年で取り換えられた。 
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後
側
に 

「
昭
和
拾
九
年 

 

拾
月
造
之
」 

 
 

の
墨
書
が
あ
る
。 



シンボル展示―生業の歴史  

技 おお

大
の

野
か

鍛
じ

冶 

 

－
かな

金
とこ

床－ 

 
か

下
ぶ

部を
つち

土に
う

埋めて
じょう

上
ぶ

部を
だ

出し、その
うえ

上で
てつ

鉄を
きた

鍛える。この
かな

金
とこ

床を
はさ

挟んで、
おや

親
かた

方は
こ

小
づち

槌を
ふ

振るい、
こ

子
かた

方は
おお

大
づち

槌を
う

打った。
ま

真っ
か

赤にわかした
てつ

鉄を、
おや

親
かた

方と
こ

子
かた

方が
いき

息を
あ

合

わせて
つち

槌を
う

打ち、
きた

鍛え
あ

上げ、
か

加
こう

工していく。 

 
はる

春の
ひ

彼
がん

岸から
た

田
う

植えまでと、
あき

秋の
ひ

彼
がん

岸から
とり

取
い

入れまでの
のう

農
かん

閑
き

期を
り

利
よう

用して、
やま

山
が

家

と
よ

呼ばれる
み

三
かわ

河
さん

山
かん

間
ぶ

部へ
で

出
かせ

稼ぎに
い

行った。
で

出
かせ

稼ぎの
せい

生
かつ

活は、
く

苦
ろう

労も
おお

多かったが、そ

の
ぎ

技
じゅつ

術は
たか

高く
ひょう

評
か

価され、
で

出
かせ

稼ぎ
さき

先の
ひと

人
びと

々にたいへん
ちょう

重
ほう

宝がられた。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

          知多の鍛冶は、知多市と常滑市に 

          またがる大野谷が中心であったこ 

          とから、大野鍛冶と呼ばれた。 

                          大野谷（斜線部分）  

 



シンボル展示―生業の歴史  

土 かわら

瓦づくり 

 

－
おに

鬼
がわら

瓦－ 

 
し

市
ない

内にある
しゃ

社
じ

寺には、
せい

製
ぞう

造した
ねん

年
ごう

号や
かわら

瓦
や

屋・
かわら

瓦
し

師の
な

名が
きざ

刻まれた
かわら

瓦が
おお

多く
のこ

残され

ていて、この
ち

地
いき

域で
かわら

瓦の
せい

製
ぞう

造に
たずさ

携わった
ひと

人
びと

々の
そん

存
ざい

在を
し

知ることが
で

出
き

来る。この
おに

鬼
がわら

瓦

も、
し

市
ない

内の
てら

寺で
つか

使われていたもので、
え

江
ど

戸
じ

時
だい

代に
かつ

活
やく

躍した
かわら

瓦
や

屋の
な

名が
きざ

刻まれている。 

 
おに

鬼
がわら

瓦は、
や

屋
ね

根の
むね

棟の
はし

端に
もち

用いる
おお

大きな
かわら

瓦で、
おに

鬼の
めん

面をかたどったものや、「
みず

水」の
じ

字を
つ

付けて
ぼう

防
か

火を
ねが

願ったものなど、さまざまなものがある。  

 

 

 

 

 

 

 

 

                         

 

                          鬼瓦 

                          

 

 

                         

 

 

 

 

                     桟瓦  

                                角瓦 

                      

                              袖瓦 
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シンボル展示―生業の歴史  

築 くろ

黒
くわ

鍬
かせ

稼ぎ 

 

－
くろ

黒
くわ

鍬－ 

 
ち

知
た

多には
くろ

黒
くわ

鍬
かせ

稼ぎと
よ

呼ばれる
で

出
かせ

稼ぎがあった。
のう

農
かん

閑
き

期に
た

他
ち

地
いき

域へ
おもむ

赴き、
た

田
はた

畑の
かい

開
こん

墾や
ため

溜
いけ

池・
よう

用
はい

排
すい

水
ろ

路
づく

作りの
ほか

他、
どう

道
ろ

路
ぶ

普
しん

請や
さ

砂
ぼう

防、
ご

護
がん

岸
こう

工
じ

事などの
ど

土
ぼく

木
さ

作
ぎょう

業にあたっ

た。ふだんの
のう

農
さ

作
ぎょう

業にも
もち

用いたこの
くろ

黒
くわ

鍬を
はじ

始めとして、
おお

大きな
いし

石を
ほ

掘り
お

起こすツル

ハシ、
ど

土
しゃ

砂をすくいとるジョレンなどの
どう

道
ぐ

具があった。 

 
めい

明
じ

治・
たい

大
しょう

正にまで
およ

及んだ
くろ

黒
くわ

鍬の
かつ

活
やく

躍は、
ちゅう

中
ぶ

部
ち

地
ほう

方のみならず、
かん

関
さい

西
ほう

方
めん

面にまでそ

の
そく

足
せき

跡を
のこ

残している。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                       ツルハシ 

 

 

          『農具便利論』  

 

 

                               ジョレン 

 

 



シンボル展示―生業の歴史  

織 ち

知
た

多
も

木
めん

綿 

 

－
ち

知
た

多
さらし

晒－ 

 
ち

知
た

多
も

木
めん

綿の
い

移
しゅつ

出は、
え

江
ど

戸
じ

時
だい

代
しょ

初
き

期に
はじ

始まったと
つた

伝えられる。
とく

特に
さらし

晒
ぎ

技
じゅつ

術の
どう

導
にゅう

入
ご

後

は、「
ち

知
た

多
さらし

晒」の
な

名で
え

江
ど

戸へ
おく

送られるようになり、
せい

生
さん

産
だか

高を
ま

増した。
ち

知
た

多
も

木
めん

綿の
せい

生
さん

産

は、
まず

貧しかった
ち

知
た

多の
のう

農
か

家にとって
たい

大
せつ

切な
しゅう

収
にゅう

入
げん

源であり、その
せい

生
さん

産を
てい

底
へん

辺で
ささ

支えた

のは
じょ

女
せい

性であった。
あさ

朝は
くら

暗いうちから
よる

夜
おそ

遅くまで、はたを
お

織ったという。  

 
え

江
ど

戸
じ

時
だい

代に
き

基
ばん

盤を
きず

築いた
ち

知
た

多
も

木
めん

綿の
せい

生
さん

産は、
めい

明
じ

治
い

以
こう

降、
こう

工
じょう

場
か

化・
き

機
かい

械
か

化が
すす

進めら

れると、
ち

知
た

多を
だい

代
ひょう

表する
さん

産
ぎょう

業として
はっ

発
てん

展していった。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                         畳紙（晒の包装紙）  
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シンボル展示―生業の歴史  

漁 の

海
り

苔
よう

養
しょく

殖 

 

－
かい

海
ちゅう

中
げ

下
た

駄－ 

 
の

海
り

苔
つ

摘みや
し

資
ざい

材の
じゅん

準
び

備など、
かい

海
ちゅう

中での
さ

作
ぎょう

業がしやすいように、
かんが

考え
だ

出された。
とう

当
しょ

初は
もく

木
せい

製であったが
あん

安
てい

定が
わる

悪いので、
てつ

鉄
せい

製のものへと
か

変わり、さらに、より
ふか

深い
ところ

所

で
さ

作
ぎょう

業するために
たか

高くしたり、
しん

伸
しゅく

縮が
で

出
き

来るものやより
あん

安
てい

定
かん

感があるものへと
かい

改
りょう

良

されていった。  

 
とう

遠
あさ

浅の
かい

海
がん

岸を
り

利
よう

用した
とう

当
ち

地
いき

域の
の

海
り

苔
よう

養
しょく

殖は、
しょう

昭
わ

和３０
ねん

年
だい

代には
さい

最
せい

盛
き

期を
むか

迎えたが、
かい

海
がん

岸の
うめ

埋
た

立てによって
すがた

姿を
け

消した。 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                           海中下駄の変遷  

 


